サイトウ タダシ センゴ ニホン ノ チュウショウ キギョウ キンユウ ミネルヴァショボウ 2003ネン by 鈴木 健 et al.

































































































































































































































































































































































































































































































































































































のではないかと評者は考えているのだが, この点について, 他日, 著者の見
解が開陳されることを期待したい。いずれにしろ, 著者の提示する過剰蓄積
・過剰資本の蓄積問題が, 現代経済学の直面する最重要の理論問題の一つで
あることは疑いない。
第四は, オーバーバンキング論をどのように考えるかという問題である。
著者によれば, オーバーバンキング論が一定の影響力をもって論じられ, し
かも論ずる人々の間で, オーバーバンキングについて共通の定義・理解が前
提されているようには見えない。そうであるだけになお, オーバーバンキン
グについて理論的な解明をしておくことが重要であると著者は考える。
全体として, 著者は, 低成長経済への以降後に生じている金融制度の変革
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過程, その過程で激化する銀行間の競争, 全過程を主導する都銀の主導的な
役割等々について, 銀行資本の過剰蓄積とその過剰解消の形態の問題として
論じている。そのなかで, 都銀による過剰処理の方法と位置付けを二つの領
域に区別して論じている点は著者の新しい知見を示すものである。
第一は, 商業銀行資本の他資本への「転用」としてとらえられる過剰処理
の方法であり, 証券業務や信託業務への参入要求の根拠である。都銀にとっ
ては, 証券形態・信託形態での取引を活発化させた大企業との取引をいかに
して再建するのかが課題であり, 当該業務に進出することによって大企業と
の取引関係を再建・保持し, 同時に過剰な銀行資本を解消する方法として重
要な意味をもったと著者は言う。
第二は, 商業銀行資本の過剰を, 他の商業銀行資本に負担転嫁して解消す
るという問題である。これは, それ自体としては, 商業銀行資本の過剰を解
消するわけではなく, 過剰の処理に伴う負担転化をめぐる競争激化の結果と
して弱小銀行の整理・淘汰を引き起こすというものである。
低成長に移行後の金融市場に固有の現象を, 実体経済の蓄積様式の変化を
根底に, それと対応して生じる銀行資本の過剰問題として処理する著者の議
論は説得的である。
もちろん, 著者のオーバーバンキング論は以上にとどまっているわけでは
ない。著者によれば, オーバーバンキングとは, 端的には「バンキング」
(銀行業務・商業銀行業務）の「過剰」ということであるが, その意味する
ことは, 必ずしも一様ではない。銀行（商業銀行）の数が過剰である, 銀行
の提供する業務（商業銀行業務）が過剰である, 銀行（商業銀行）が提供す
る業務（商業銀行業務）のなかでも貸付（融資）業務が過剰である, 銀行が
提供（販売）する商品（貨幣資本）が過剰である, 等々, 論じる人によって
重点・焦点の置き方は微妙に異なっている。
いずれにしろ, 銀行資本の特殊性は,「貨幣」という「商品」を（預金通
貨として）生産（創造）し, それを販売する（貸し出す）ことをつうじて,
この業務に投資された資本の自己増殖を図る点にあるのだから, オーバーバ
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ンキングの問題は, 銀行資本のこの規定に即して検討されねばならない。
著者の見解が積極的に展開されているわけではないが，評者としては，こ
の問題で著者の見解が展開されることを強く期待しておきたい。
以上，本書の紹介と若干の問題提起を行った。戦後日本の中小企業金融研
究はもとより，企業金融の研究分野で前提されるべき，もう一つの研究成果
を共有することになったことは疑いない。
（すずき・けん／経済学部教授／2004年２月２日受理)
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